
生きた水・久留里 君津市

◆今回の日本百選 平成の名水百選第2回

of
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キャラクター　チーバくん
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日本百選
“ちばの魅力”を世界にアピール！ Spread the charm of Chiba around the world!

ホームページでもご覧いただけます。
　
京葉銀行　情報誌
　

2018.11（次回発行／2018年12月20日）取材協力・写真提供・撮影協力／君津市経済部観光課　久留里観光交流センター　藤平酒造合資会社　安万支　久留里城址資料館　　　　　

LINEからも
「日本百選 of ちば」を
配信しています。 公式アカウント

《日本百選 of ちば》今月の誌上クイズ
　※答えは、京葉銀行のホームページにある、
　　「日本百選 of ちば」の第2回をご覧ください。

① 約20本
② 約200本
③ 約2,000本

　城下町として栄えた久留里のまちで昔から生活に密着してきた「久留里の水」は、
主に上総掘りの自噴井戸による地下水です。さて、久留里のまちに飲料用として確
認されている井戸は、いったいどれくらいの数があるのでしょうか？
次の3つの中から正解を1つ選んでください。

「久留里の名水」周辺を
散策してみよう！
●久留里城・久留里城址資料館

君津市久留里市場35 TEL.0439-27-2007
●問い合わせ／藤平酒造合資会社

●開館時間／9：00～16：30
●休館日／毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日　
　　　　　年末年始（12月28日から1月4日）
●入館料（天守閣・資料館）／無料

●直売所住所／君津市久留里市場147
　　　　　　　TEL.0439-27-2043
●営業時間／9：00～19：00
●定休日／毎週水曜日

※くわしくはWEBサイトをご覧ください。
   https://www.city.kimitsu.lg.jp/soshiki/54/

君津市久留里市場151 TEL.0439-27-2878
●問い合わせ／安万支（あまき）

●営業時間／11:30～15:00
●定休日／毎週木曜日 ●問い合わせ／久 留 里 城 址 資 料 館

君津市久留里字内山　TEL.0439-27-3478

▲資料館屋外に「上総掘り」方式の井戸
　掘りの足場（櫓・やぐら）を展示

▲久留里城址資料館

　戦国時代後期、房総を治めた里見氏義堯が本拠地とした久
留里城。徳川の治世には土屋・黒田氏の各大名が入城し、近世
城郭として整備され、明治を迎えました。1872年（明治5年）に
取り壊されましたが、多くの市民の要望を受け、1978年（昭和
53年）本丸跡に鉄筋コンクリート2層3階建ての天守閣が静岡
県の浜松城天守閣をモデルに完成。翌年には、二の丸跡に「郷
土を掘る」「城と武士」「信仰と文化」の3部構成で展示解説する
資料館が開館しました。天守閣最上階の3階から望む房総の
山並みは美しく雄大で、一見の価値があります。

よしたか

白の漆喰壁が周囲の緑に映える久留里城天守閣白の漆喰壁が周囲の緑に映える久留里城天守閣

久留里の名水でつくる
日本酒＆お蕎麦

あ ま き

清く湧き出る名水から、こだわりの清酒「福祝」を造り続ける。

久留里の生きた水を使った手打ちそばの店「安万支」。

　城下町だった久留里はもともと酒造りが
盛んな地域ですが、江戸中期の1716年
（享保元年）創業の藤平酒造は、とりわけ老
舗の造り酒屋です。主に山田錦を原料に、
久留里の名水を使用した酒は、量産をしな
い丁寧な手造りの手法を貫いてきました。
敷地内にある上総掘りの井戸水をもとに

銘酒「福祝」は造られていま
す。『福祝』の名の由来は、古
来からおめでたい行事には
必ず清酒が愛飲されていた
ことから、七福神の「福」をと
り、めでたさが重なるという
意味で命名されました。

　久留里の生きた水を使って毎日店
でそばを打ち、その日に打ったもの
はその日にしか出さないという手打
ちそばの店。「せいろもり」を頼むと、
小ぶりのせいろ2枚に分けて出てく
るみずみずしいツヤを帯びたそば。
キレの良いつゆともよく合い、口へ
入れると、そばの香りと強いコシを
感じます。久留里の湧水をつかって
打つ「そば」に情熱を燃やす店主の
心意気が伝わる一品です。

▲清酒「福祝」
純米吟醸 720p
（山田錦100％）
　　¥1,725（税込）

▲敷地内にある
　「自噴井戸」

▲藤平酒造「直売所」

　せいろもり　1人前　￥700（税込）
▲お蕎麦の香りが楽しめる「手打ちそば」

▲店舗外観

▲ひとつひとつ丁寧に行う「もろみ」の袋詰め

ふくい わ い



県下で唯一「平成の名水百選」に選ばれた
「生きた水・久留里」は、自噴井戸による地下水。

　千葉県君津市久留里。久留里の井戸の水は、清

澄・三石山系の山林に降った雨が天然の地層を通

ることでろ過され、さらに地下水脈を通って湧き出

ています。それぞれの井戸から、春夏秋冬、24時

間、自噴する豊富な水は、地元の観光協会を中心に

水質検査が行われ、安心安全な水として保全され

ています。塩素殺菌もされていないため『生きた水・

久留里』と呼ばれています。地下400 ～500mから

自噴で吹き上げる“久留里の水”はクセがなく、

甘みを感じるほどのまろやかさなので、そのまま

飲料水としているほか、お茶・コーヒーを入れて

楽しんだり、お米を炊く時、お味噌汁を作る時など、いろいろな用途に使われています。

　江戸時代以降、この地域では井戸の水を使って酒造りも発展しました。明治以降は地

域の職人によって『上総掘り』の技術が完成し、地下数百メートルにある厚い岩盤の下か

ら自噴する水を得られるようになり、酒造りに加え、そば作り、豆腐作り、染物などのまち

の産業の発展にも寄与してきました。特に酒造り、美味しいそばは、今もまちを訪れる

方々の大きな楽しみになっています。

　久留里の水は、地域に住む人々の生活にとても大切な存在で欠かせないものです。

有志による管理もしっかりとされており、この面も「平成の名水百選」に千葉県で唯一

選ばれた理由になっているのでは、と思います。

御腹川と久留里地区の水を守る会顧問

森　和雄新町井戸管理人 さん

　「平成の名水百選」とは、2008年（平成20年）6月に環境省が選定した全国各地
の「名水」とされる100か所の湧水・河川（用水）・地下水です。選定にあたっては、
各市町村から提出された名水を各都道府県が最大4件推薦し、集まった162件を
「平成の名水百選調査検討委員会」が審査しました。
　千葉県では、君津市の「生きた水・久留里」が唯一選ばれています。

　もともと井戸は、人が直接穴に入って掘っ
ていましたが、人手もかかり危険を伴うもの
でした。明治時代になり、君津地域にたくさん
生えていた竹を利用した「上総掘り」の技術が
誕生しました。君津市の小糸川流域には文政
年間（1818 ～1830年）に「金棒付き」と呼ば
れる技術が伝わっていました。この技術に改
良を重ねながら農業用水や飲料水に利用し、
1895年（明治28年）頃に上総掘りが完成し、
2～3人の少人数で竹ヒゴ利用により200間
（360m）以上の掘削が可能となりました。
 　2006年（平成18年）、「上総掘り」の技術は
国の重要無形民俗文化材に指定されました。

平成の名水百選とは？

▲君津市内にある「上総掘り」の櫓（やぐら）

▲「上総掘り」の井戸にある看板▲「上総掘り」の井戸にある看板

◆「上総掘り」とは？

かず さ ぼ

かず さ ぼ
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県下で唯一「平成の名水百選」に選ばれた
「生きた水・久留里」は、自噴井戸による地下水。

無料で利用できる「久留里の名水」巡り。

　千葉県君津市久留里。久留里の井戸の水は、清

澄・三石山系の山林に降った雨が天然の地層を通

ることでろ過され、さらに地下水脈を通って湧き出

ています。それぞれの井戸から、春夏秋冬、24時

間、自噴する豊富な水は、地元の観光協会を中心に

水質検査が行われ、安心安全な水として保全され

ています。塩素殺菌もされていないため『生きた水・

久留里』と呼ばれています。地下400 ～500mから

自噴で吹き上げる“久留里の水”はクセがなく、甘

みを感じるほどのまろやかさなので、そのまま飲料

水としているほか、お茶・コーヒーなどの飲み物や

お米を炊いたり、お味噌汁を作ったりと、いろいろな用途に使われています。

　江戸時代以降、この地域では井戸の水を使って酒造りも発展しました。明治以降は地

域の職人によって『上総掘り』の技術が完成し、地下数百メートルにある厚い岩盤の下か

ら自噴する水を得られるようになり、酒造りに加え、そば作り、豆腐作り、染物などのまち

の産業の発展にも寄与してきました。特に酒造り、美味しいそばは、今もまちを訪れる

方々の大きな楽しみになっています。

　久留里の水は、地域に住む人々の生活にとても大切な存在で欠かせないものです。

有志による管理もしっかりとされており、この面も「平成の名水百選」に千葉県で唯一

選ばれた理由になっているのでは、と思います。

御腹川と久留里地区の水を守る会顧問

森　和雄新町井戸管理人 さん

of

▲白い藤の花が満開の“雨城庵の井戸”　　　　　　

▲君津市の「21世紀への継承遺産」に認定され
　ている、寛永年間に掘られたと今に伝わる
　「久留里の大井戸」。
　（現在一般開放されておりませんが、見学可）

久留里駅

久留里城址
資料館

久留里の
大井戸

新町の
井戸

高澤の水

君津市久留里
観光交流センター

久留里城

至千葉方面

至鴨川方面

久留 里 街 道

410

藤平酒造の
井戸

水汲み
広場

32

新町の
小井戸

安万支（あまき）

田丸家の
名水

●問い合わせ／久留里観光交流センター　
　　　　　　　君津市久留里市場195-4　　　
　　　　　　　TEL.0439-27-2875
　●開館時間／9：00～17：00
●休館日／毎週月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）

　

◆JR久留里駅から圏内にある自噴井戸
新 町 の 井 戸 久 留 里 の 大 井 戸

水 汲 み 広 場

田 丸 家 の 名 水雨城庵（うじょうあん）の井戸

●駐車場／2台程度

●駐車場／3台程度

●駐車場／約50台

●駐車場／3台程度

　「平成の名水百選」とは、2008年（平成20年）6月に環境省が選定した全国各地
の「名水」とされる100か所の湧水・河川（用水）・地下水です。選定にあたっては、各
市町村から提出された名水を各都道府県が最大4件推薦し、集まった162件を「平
成の名水百選調査検討委員会」が審査しました。
　千葉県では、君津市の「生きた水・久留里」が唯一選ばれています。

　もともと井戸は、人が直接穴に入って掘り
ましたが、人手もかかり危険を伴うものでし
た。明治時代になり、君津地域にたくさん生え
ていた竹を利用した「上総掘り」の技術が誕生
しました。君津市の小糸川流域には文政年間
（1818 ～1830年）に「金棒付き」と呼ばれる
技術が伝わっていました。この技術に改良を
重ねながら農業用水や飲料水に利用し、
1895年（明治28年）頃に上総掘りが完成し、
2～3人の少人数で竹ヒゴ利用により200間
（360m）以上の掘削が可能となりました。
 　2006年（平成18年）、「上総掘り」の技術は
国の重要無形民俗文化材に指定されました。

平成の名水百選とは？

▲君津市内にある「上総掘り」の櫓（やぐら）

▲「上総掘り」の井戸にある看板▲「上総掘り」の井戸にある看板

◆「上総掘り」とは？

久留里駅から約400m。
2箇所から出る水の勢
いが強く、柄杓を両手で
持つほどです。

高 澤 の 水

●駐車場／なし

久留里駅から約490m。
久留里街道沿いの風情
漂う銘水の井戸。

久留里駅から約1km。
「銘水」の2文字と黒い
タンクが目印。

久留里駅すぐ脇。
久留里観光交流
センター前。

久留里駅から約1.2km。
GWの頃、駐車場の白い
藤の花が満開です。

新 町 の 小 井 戸

●駐車場／なし

久留里駅から約
350m。県道32号
沿いにある小さ
な井戸。歴史を感
じる太い蛇口が
印象的です。

藤平酒造の井戸

●駐車場／なし

久留里駅から約
270m。江戸時代
から続く老舗の造
り酒屋「藤平酒造」
さんの店頭で汲む
ことができます。

　久留里中心街の観光交流センター前にある「水汲み広場」には、平日にも関わらず次々と人が
訪れます。大きな容器をたくさん持参した遠方から来た方や、２Lほどのボトルを持って水を汲み
に来たご近所の方。いずれも、「生きた水・久留里」をお目当てにした人たちです。
　久留里駅周辺には「水汲み広場」の他、だれでも自由に水が汲める井戸が数か所あります。駅
から少し離れた、国道410号（久留里街道）や県道32号大多喜君津線沿いには、自噴井戸が数
多く掘られていて、その水質は井戸によって若干異なります。各井戸には、安心安全の証である
水質検査を行った内容の用紙が貼ってあります。ほとんどの井戸は、駅から近い場所にあるので
徒歩で行くことができますが、車の場合は駐車スペースがある駅前の「水汲み広場」や県道32
号沿いの「新町の井戸」、久留里街道沿いの「田丸家の名水」・「雨城庵の井戸」がおすすめです。
　なお、井戸は無料で自由に利用することができますが、久留里の井戸は個人所有
や事業体所有のもので、所有者の厚意により一般開放されているので、マナーを守
ってご利用ください。

雨城庵の
井戸

▲「水汲み広場」の
　あふれる名水

うじょうあん

かず さ ぼ

かず さ ぼ



ホームページでもご覧いただけます。
　
京葉銀行　情報誌
　

2018.11（次回発行／2018年12月20日）取材協力・写真提供・撮影協力／君津市経済部観光課　久留里観光交流センター　藤平酒造合資会社　安万支　久留里城址資料館　　　　　

LINEからも
「日本百選 of ちば」を
配信しています。 公式アカウント

《日本百選 of ちば》今月の誌上クイズ
　※答えは、京葉銀行のホームページにある、
　　「日本百選 of ちば」の第2回をご覧ください。

① 約20本
② 約200本
③ 約2,000本

　城下町として栄えた久留里のまちで昔から生活に密着してきた「久留里の水」は、
主に上総掘りの自噴井戸による地下水です。さて、久留里のまちに飲料用として確
認されている井戸は、いったいどれくらいの数があるのでしょうか？
次の3つの中から正解を1つ選んでください。

「久留里の名水」周辺を
散策してみよう！
●久留里城・久留里城址資料館

君津市久留里市場35 TEL.0439-27-2007
●問い合わせ／藤平酒造合資会社

●開館時間／9：00～16：30
●休館日／毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日　
　　　　　年末年始（12月28日から1月4日）
●入館料（天守閣・資料館）／無料

●直売所住所／君津市久留里市場147
　　　　　　　TEL.0439-27-2043
●営業時間／9：00～19：00
●定休日／毎週水曜日

※くわしくはWEBサイトをご覧ください。
   https://www.city.kimitsu.lg.jp/soshiki/54/

君津市久留里市場151 TEL.0439-27-2878
●問い合わせ／安万支（あまき）

●営業時間／11:30～15:00
●定休日／毎週木曜日 ●問い合わせ／久 留 里 城 址 資 料 館

君津市久留里字内山　TEL.0439-27-3478

▲資料館屋外に「上総掘り」方式の井戸
　掘りの足場（櫓・やぐら）を展示

▲久留里城址資料館

　戦国時代後期、房総を治めた里見義堯が本拠地とした久留
里城。徳川の治世には土屋・黒田氏の各大名が入城し、近世城
郭として整備され、明治を迎えました。1872年（明治5年）に取
り壊されましたが、多くの市民の要望を受け、1978年（昭和53
年）本丸跡に鉄筋コンクリート2層3階建ての天守閣が静岡県
の浜松城天守閣をモデルに完成。翌年には、二の丸跡に「郷土
を掘る」「城と武士」「信仰と文化」の3部構成で展示解説する資
料館が開館しました。天守閣最上階の3階から望む房総の山
並みは美しく雄大で、一見の価値があります。

よしたか

白の漆喰壁が周囲の緑に映える久留里城天守閣白の漆喰壁が周囲の緑に映える久留里城天守閣

久留里の名水でつくる
日本酒＆お蕎麦

あ ま き

清く湧き出る名水から、こだわりの清酒「福祝」を造り続ける。

久留里の生きた水を使った手打ちそばの店「安万支」。

　城下町だった久留里はもともと酒造りが
盛んな地域ですが、江戸中期の1716年
（享保元年）創業の藤平酒造は、とりわけ老
舗の造り酒屋です。主に山田錦を原料に、
久留里の名水を使用した酒は、量産をしな
い丁寧な手造りの手法を貫いてきました。
敷地内にある上総掘りの井戸水をもとに

銘酒「福祝」は造られていま
す。『福祝』の名の由来は、古
来からおめでたい行事には
必ず清酒が愛飲されていた
ことから、七福神の「福」をと
り、めでたさが重なるという
意味で命名されました。

　久留里の生きた水を使って毎日店
でそばを打ち、その日に打ったもの
はその日にしか出さないという手打
ちそばの店。「せいろもり」を頼むと、
小ぶりのせいろ2枚に分けて出てく
るみずみずしいツヤを帯びたそば。
キレの良いつゆともよく合い、口へ
入れると、そばの香りと強いコシを
感じます。久留里の湧水をつかって
打つ「そば」に情熱を燃やす店主の
心意気が伝わる一品です。

▲清酒「福祝」
純米吟醸 720p
（山田錦100％）
　　¥1,725（税込）

▲敷地内にある
　「自噴井戸」

▲藤平酒造「直売所」

　せいろもり　1人前　￥700（税込）
▲お蕎麦の香りが楽しめる「手打ちそば」

▲店舗外観

▲ひとつひとつ丁寧に行う「もろみ」の袋詰め

ふくい わ い

正解は→②約200本

https://www.city.kimitsu.lg.jp/soshiki/54/

